
「議会のあり方」検討協議会の経過報告会

「議会のあり方」検討協議会委員

委員長 小川智之

副委員長 奥井憲興

委員 岡田 慎、山田京子、山本直史、松坂吉則、
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日時：平成２３年９月２８日
１０時００分～

場所：全員協議会室
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協議会設置 平成２３年６月 ３日（幹事長会議決定）
設置期限 平成２５年５月３１日まで

• 設置目的

二元代表制の一翼を担
う議会がどうあるべきか
を協議・検討し、議会改
革を推進する

• 協議・検討事項

(1)議員の身分に関すること

(2)議会の運営に関すること

(3)その他委員長が必要と認
める事項
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これまでの協議の概要

第１回協議会 ６月１０日(金) １４：００～１７：０１

議会改革の取り組みについて

議会改革の取り組み事項や今後の進め方を検討するため、各委

員の議会改革に対する思いや要望を聴取した｡

主な意見・要望

「議会の現状」、「議会の基本理念」、「議員の果たす役割」、「開か

れた議会」、「議会の機能強化」、「議会改革」、「議員の資質向上」、

「議員の身分」等について各委員より述べられた。
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各委員の発言内容 第１回協議会ボード１

委員の発言をメモしたホワイトボード
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第１回協議会ボード２

5



第1回協議会での意見・要望等の主なもの
①－１

議会の現状

1市民は議会が何をやっているかわからない。

2市民にとって、常日頃、議員が何をしているのかわからない。

3執行部の追認機関となっている。

4地方議員は、地域の住民のための議員であり、国のまねをしてはいけ

ない。
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①－２

議会の基本理念

1改めて議会のあり方、基本理念を再定義しなければならない。

2市民満足度の向上を議員の立場でも推進する。

3公正透明で、市民参加の保障された議会とする。

4民意を正しく吸い上げるとともに、反対・少数意見も尊重する。

5二元代表制の一方である議会の意見は集約する必要があるため、

多様な意見の合意形成をつくる仕組みが必要である。

6何を議会の役割として決めるべきかを議論していく。

7地方議会の主体的な地方主権のあり方を検討する。

8市民が身近に感じてもらえる議会とする。

9千葉市の議会改革が地方自治の見本となる。
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開かれた議会

1 二元代表制を担保するために情報を公開する。

2 二元代表制が理解されていないことから、議会より情報を発していく。

3 議員が何をしているか説明し、情報を発信する必要がある。

4 議員の賛否が分かりにくい状況があるなど市民にわかりやすい情報発信をする。

5 議会質問内容を積極的に公表し、説明責任を果たす。

6 議会資料は配付する。

7 議会情報を公開し、市民意見を聴取する場が必要である。

8 開かれた議会として長期議会の開催

9 行政のプロパガンダ的部分はないか。政策決定の過程を明らかにすべき。
10 議員がやっていることが、見えない、市民の思いを代弁していない。

①－３
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議員の果たす役割

1 議員の役割を見直し、再確認（明確化）する必要がある。

2 議員の資質向上、政策能力向上を図り、議員の果たす役割を理解しもらう取り
組みが必要である。

3 地域の中でのコーディネーター的な役割を担う。



議会の機能強化

1議会事務局の体制を強化する。

2政策立案能力の強化が必要である。

3監視機能、政策立案機能を高めていかなければならない。

4調査機能を高め、それを基に判断していく。

5政策立案するための調査方法が必要で、職員、市民意見も反映する
仕組みが必要である。

6市長、市のチェック機関であるとともに、市の不作為の部分に関して、
条例を上程していかなければならない。

①－４
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①－５

議会改革

1 一般質問などのやり方

2 前協議会検討135項目を議論する。

3 執行部への反問権の付与はどうするか。(一問一答)

4 阿久根・名古屋・大阪府のように執行部と対立した場合の調整する
ルールが必要である。

5 議会としても、財政面を考えなければ駄目

6 基本条例の制定過程における市民の参加が必要である。

7 常任委員会所管ごとの委員会区分のほかに地区区分も設ける。

8 議決に当たって市民意見を反映する仕組みづくりをする。傍聴、請陳意
見陳述以外の市民参加方法を検討する。

9 議会に市民が参加することが大事であり、議会が市民の中に入ってい
く。

10 通年議会、会期の長期化、夜間・土日開催をする。

11 市民との関わりをどういう場で深めていくか。
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①－６

議員の資質向上

1 議会を執行部の追認機関から、しっかり政策議論ができる場に持っ
ていく。

2 官僚政治脱却のためにも、政策立案能力を持たなければならない。

3 行政へのチェック機能、政策能力、資質を向上させるための議論を
交わす場をつくる。

4 立法能力向上のための法務担当セクションを置く。

5 地域主権のもと立法能力の向上が必要

6 議員は、市民と議会のパイプ役としてやらなければならない。

7 諸外国や他市の議会を調査・検討し、千葉市独自の議会を検討する。

8 欧米、オーストラリア、ニュージーランドほか、国内外他市の情報提
供を願う。

9 諸外国の先進事例の調査する、また調査機関を設ける。
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①－７

議員の身分

1 議員報酬については、議会に対して理解が得られれば、市民もかか
る費用についても納得してもらえる。

2 政務調査費、議員定数については、批判も含めて様々な意見がある
ことから、きちんと答えられるあり方を構築しなければならない。

3 市民の声が議会に届いていないとの認識から、議員定数削減を求
める。

4 議員報酬を最低10パーセントか20パーセント削減

5 市民の声が議会に届いていないとの認識から、議員報酬削減を求
める。

6 市民が議会の役割について理解不足な点があり、議員報酬、議員
定数削減を求める。

7 議員の身分、報酬、定数がどうなのかは避けて通れない。チェック機
能としての責任
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第２回協議会 ６月２７日(月) １２：５９～１４：５４

あるべき議員像について

第１回協議会での発言内容を参考として､「あるべき議員像」に対す

る思いや要望を聴取した｡

主な意見・要望

「議員の位置づけ」、「求められる議員」、「議員としての課題」、「議員

の身分」、「国会議員との違い」等について各委員より述べられた。
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各委員の発言内容 第２回協議会ボード１
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第２回協議会ボード２
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第２回協議会での意見・要望等の主なもの
②－１

議員の位置づけ

1 地域と行政のパイプ役（市民、地域の代弁者）、公約実現のために住民の声を
届けていく。

2 プライドをもって、行政にも、文化にもより深く、市民の負託に応えられるように
する。

3 意思決定過程についての市民への説明責任及び公開することが必要

4 千葉市全般のことも議論できる、地域性の議員であることが必要

5 行政の代弁者の一面もある。

6 議会は、いろいろな立場の人が代表として集まってくる多様性が大事、抽選制
も一つの方法

7 原理原則は、何のために立候補したのかを意識し、議会として一丸となるため
に本当に議論で合意形成をしていかなければならない。

8 経済的、精神的に自立心をもっていなければならない。

9 選挙でのアピール、パフォーマンスが多いが、こういうもので政策や方向性を決
めるべきではない。

10 議員は、何を実現すべきか、どういう政策を実現したいか信念を持ってやってい
かなければならない。



②－２
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求められる議員

1 市民の力を後押しできる議員が求められている。

2 住民の利益を第一に考えていくべき。

3 二元代表制のもとでは、執行機関のチェック機能、監視機能

4 施策を展開する、政策立案の能力、総合力及び調整機能が求められ
ている。

5 政策条例を市長と競い合って上程していく。

6 提案・提言（執行部の不作為な条例提案の上程）

7 議員がいなくても、市政が地域の課題を解決するような仕組み、体制を
作っていくこと
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②－３

議員としての課題

1 議員の広報が幅広い形で行われていない。アピール不足もある。情
報収集能力及び議員が何をしているのか市民に多方面からの情報発
信を議員からしていくことが必要

2 市民への説明責任を果たしていく。

3 政策能力、調査能力、専門性を高める。

4 追及型から一般質問等提案型の質問ができるよう政策提言が必要

5 １人会派を認める。

6 議員間同士で討議をしていくことが大事

7 賛成・反対・棄権を明確にわかるようにしていく。

8 議会基本条例の策定が試金石となる。

9 議員になる人が見つかりにくい。（仕事を辞めなければならない）



②－４

議員の身分

1 議員の定数については、多用性が反映されるべきで減らすべきではない。

2 一定の報酬を確保し、優秀な議員が出てくる土壌を作っていかなければなら
ない。若い人も出られるような議会としたい。

3 専門性が問われてくるのなら、報酬については、基本的額が保障されるべき。

4 議員の報酬は、地域の労働者の平均賃金を基本に決定

5 報酬については、やるべきことをやろうとするとある程度必要なので、そこは
担保しなければならない。報酬のあり方をきちんと決めるべき。

6 議員は、しっかりと政策能力をもって議員提案をしていくためにも、調査費用
や報酬を確保したい。

国会議員との違い

1 国政は議院内閣制ということで、党議拘束について理解できるが、地方
は二元代表制なので、党議拘束で決めるのではなく、公開された議会の
議論で決めるべき。

2 国会議員には、秘書がいることや文書通信交通滞在費がでていることか
ら、政策立案に関しての勉強や人を使っての立案や研究ができる。
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第３回協議会 ６月２７日(月) １３：００～１５：０２
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基本理念について

これまでの協議の中前回協議の中で、基本理念から検討すべきとの

話があり、他政令市の議会基本条例の事例を参考にし、「基本理念」

に対する意見を聴取した。

また、今後の進め方について、基本フレームを提示し、自由討論を行っ

た。

主な意見・要望

「議会がなぜ必要なのか」、「議会の発信力をどう高めるか」、「地域・

市民の自治力をどう高めるか」などの意見が出された。また、委員より、

基本理念の私案が提出された。



委員より提出された基本理念私案

【基本理念】（委員私案）

・ 二元代表制のもと、市議会は市民を代表する機関として、市民
の負託にこたえるために積極的に政策立案、政策提言を行い、
地域主権が叫ばれるなか真の地方自治の実現に取り組む。

・ 首長とともに市民の直接選挙で選ばれた議会は、執行機関たる
首長と対等の関係にあり、その執行に対する監視機能を果たすと
ともに、市民生活・福祉の向上、市政の発展に全力を尽くす。

・ 議会は、自らの期待される役割を果たすために議会改革に継続
的に取り組むとともに、市民に開かれた議会を目指し、公平・公正
な議会運営に努める。
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基本理念（正副委員長試案）

地方分権の進展に伴い、地方公共団体の役割・責任が拡大しており、
住民に身近な行政は、地方公共団体が自主的・総合的に広く担うとともに、
地域住民が自らの判断と責任において地域の諸課題に取り組むことが求
められている。

住民が自治体の長と議会の議員を直接選挙する二元代表制の下、千
葉市民から選挙で選ばれた議員で構成する千葉市議会は、同じく市民か
ら選挙で選ばれた市長と独立・対等の関係にあり、それぞれが市政の発
展に全力を尽くすことにより、市民の負託にこたえる責務を負っている。

このため、千葉市議会は、真の地方自治の実現に向け、市民への情報
発信や市民との情報共有など市民参加の推進に努めるとともに、執行機
関の政策決定及び事務執行に対する監視・評価に加え、政策立案・政策
提言に積極的に取り組むことにより、市民生活・市民福祉の向上と市政の
発展を推進するものである。

また、社会情勢の変化など時代の潮流を的確にとらえつつ、常に市議
会自らが変わろうとする努力を引き続き惜しまず、今後も合議体である議
会において、民主主義の原則である多数決を基本としつつも、少数意見の
尊重及び会派間の合意形成に最大限努めるという本市議会の歴史と伝統
に基づき、公平・公正な議会運営に努めることを基本理念とする｡
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第４回協議会 ７月２２日(金) １０：００～１２：２２



協議会の方向性に関する第１次提案の
概要（共産党提出）

• 総則・・・開かれた議会活動､市民福祉の向上

• 市民と議会・・・市民の多様な意見を議会に反映、議会のすべて
を公開、議会報告会の開催、市議会だよりを市民にわかりやすく
、請願・陳情・市民の政策提案重視、議会の用語解説・資料配布､
本会議・委員会のTV中継、委員会のインターネット中継､定例記
者会見

• 議会と市長・・・議案についての根拠、他の政策との比較、財源措
置、将来コストなどの説明。市長の特別委員会・常任委員会出席､
議会としての事業評価､議員同士の討議による議会力量強化、市
職員に信頼される議会

• 議会の運営・・・市長等の反問権､議員相互の討論保障､政策提
案､政務調査費の見直し

• 議員の定数・報酬・・・市民意見反映､報酬の第３者委員会等の
意見を尊重

• その他・・・ＩＴ活用を保障
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基本理念正副委員長試案（修正案）

地方自治の原点である「地域の問題は住民が自らの判断と責任で決定し､
処理する｡」という基本的な考え方のもと、地方自治の主人公である住民から
選挙で選ばれた議員で構成する議会と、同じく選挙で選ばれた自治体の長
は独立・対等の関係にあり、それぞれが二元代表制の一翼を担う存在として、
地方自治の発展に全力を尽くし、住民の負託にこたえる責務を負っている。

国と地方の関係が、上下・主従から対等・協力に転換した今日、地方議会
が住民を代表する機関として､住民福祉の向上のために果たす役割は､ます
ます増大している｡

このような中、私たち千葉市議会は、真の地方自治の実現に向け、市民
への情報発信や市民との情報共有など市民参加の推進に努めるとともに、
執行機関の政策決定及び事務執行に対する監視・評価に加え、政策立案・
政策提言に積極的に取り組むことにより、市民生活・市民福祉の向上と市政
の発展を推進するものである。

また、社会情勢の変化など時代の潮流を的確にとらえ、常に市議会自ら
が変わろうとする努力を引き続き惜しまず、今後も合議体である議会におい
て議論を尽くし、多数決を基本としつつも、本市議会の歴史と伝統に基づき
少数意見を尊重するほか､会派間・議員間の合意形成を図るよう最大限の
努力を払い、公平・公正な議会運営に努めることを基本理念とする｡
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第５回協議会 ８月８日(月) １３：００～１５：２８



基本理念（協議会決定）

地方自治の原点である「地域の問題は住民が自らの判断と責任で決定
し､処理する｡」という基本的な考え方のもと、地方自治の主人公である住
民から選挙で選ばれた議員で構成する議会と、同じく選挙で選ばれた自
治体の長は独立・対等の関係にあり、それぞれが二元代表制の一翼を担
う存在として、地方自治の発展に全力を尽くし、住民の負託にこたえる責
務を負っている。

国と地方の関係が、対等・協力に転換しつつある今日、地方議会が住
民を代表する機関として､住民福祉の向上のために果たす役割は､ますま
す増大している｡

このような中、私たち千葉市議会は、真の地方自治の実現に向け、市
民への情報発信や市民との情報共有など市民参加の推進に努めるととも
に、執行機関の政策決定及び事務執行に対する監視・評価に加え、政策
立案・政策提言に積極的に取り組むことにより、市民生活・市民福祉の向
上と市政の発展を推進するものである。

また、社会情勢の変化など時代の潮流を的確にとらえ、常に市議会自
らが変わろうとする努力を引き続き惜しまず、今後も合議体である議会に
おいて議論を尽くし、多数決を基本としつつも、本市議会の歴史と伝統に
基づき少数意見を尊重するほか､会派間・議員間の合意形成を図るよう最
大限の努力を払い、公平・公正な議会運営に努めることを基本理念とする｡ 25

第６回協議会 ８月２３日(火) １３：００～１４：４２


